
り災証明書の申請受付

【り災調査について】
市は、被災者からり災証明書の申請
を受付した後、国が示す「災害に係
る住家の被害認定基準運用指針」に
基づいて調査等を実施します。

第１次調査
外観調査により損傷状況及び浸水深を把握して、建物の被害程度を判定。
（写真による判定または現地調査による判定）

り災証明書の交付

各種支援制度の活用
（裏面の各支援制度）

第２次調査
外観調査および内部立ち入り調査により損傷
状況を把握して、建物の被害程度を判定。

被災者から再申請があった場合

被害の程度 認定基準

全 壊

住家全体に対する損害割合が５０％以上のもの。
住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの、すなわち、住家全部が

倒壊したもの、または住家の損害が甚だしく、補修により元通りに再使用す

ることが困難なもの。

大規模半壊
住家全体に対する損害割合が４０％以上５０％未満のもの。
居住する住宅が半壊し、構造耐力上主要な部分の補修を含む大規模な補修を

行わなければ当該住宅に居住することが困難なもの。

中規模半壊
住家全体に対する損害割合が３０％以上４０％未満のもの。
居住する住家が半壊し、壁や床、天井など室内に面する部分に過半の補修を

含む相当規模の補修を行わなければ当該住宅に居住することが困難なもの。

半 壊
住家全体に対する損害割合が２０％以上３０％未満のもの
住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの、すなわち、住家

の損害が甚だしいが、補修すれば元通りに再使用できる程度のもの。

準半壊
住家全体に対する損害割合が１０％以上２０％未満のもの。
住家が半壊に準ずる程度の損傷を受けたもの。

一部損壊 住家全体に対する損害割合が１０％未満のもの。

[参考] 水害に係る損害割合の判定基準

南相馬市「防災メール」
登録はお済みですか？

南相馬市からのお知らせ

令和５年台風第１３号により

被害に遭われた方へお知らせ

■住家等建物被害調査・認定の流れ

被害に遭われた市民の皆様に対しまして、心よりお見舞いを申し上げます。

南相馬市は、被災者の皆様に寄り添いながら、全力で復旧・復興を進めて

まいります。

■住まいが被害を受けた時に最初にすること

１．家屋の被害状況を
写真で記録する

被害状況について、「全景」と「寄

り」の写真を撮ってください。また、浸

水の深さが分かるように撮ってください。

り災証明書の申請や各種支援制度など

の手続きに必要となります。

２．り災証明書の申請を
する

り災証明書とは、家屋の災害による被

害の程度を判定して発行する証明書です。

り災証明書は、各種支援制度などを活用

する場合に必要となる重要な書類となり

ます。

市では、防災情報などの最新
情報を電子メールでいち早くお
知らせする「防災メール」を配
信しています。

【登録手順】

ＱＲコードを読み取
り、空メールを送信

返信されてくる登録
サイトにアクセスし
て、登録する

【危機管理課 ２４－５２３２】床下浸水

床上０.５ｍ未満
の浸水

床上０.５ｍ以上
１ｍ未満の浸水

床上１ｍ以上
１.８ｍ未満の浸水

住家流出または
床上１.８ｍ以上

の浸水

水害発生

第１次調査 第２次調査

各部位の損傷程度

等から住家の損害

割合を判定

［調査部位］

外壁、内壁、床、

基礎、柱、屋根、

天井、建具、設備

【税務課２４－５２２７】

ー
※第１次調査では判定をされない部分



令和５年台風第１３号による被害への支援制度一覧

市は、台風で被害に遭われた方へ以下の支援制度を設けています。 各制度の申請、お問合せは担当課までお願いします。

Ver.1.0
令和５年９月12日時点

支援制度の詳細は

市ホームページを

ご確認ください。

項目 支援制度 内 容
り災
証明

り災証明の基準

備 考一部
損壊

10%未満

準半壊

１０％以上
２０％未満

半壊

2０％以上
3０％未満

中規模
半壊
3０％以上
4０％未満

大規模
半壊
4０％以上
5０％未満

全壊

５０％以上

ごみの
処分など

家庭からの災害ごみの搬入
（生活環境課 ２４－５２３１）

災害により発生した、家庭からの災害ごみ搬入許可の申請受付を行っています。
申請受付時に、搬入方法の案内をします。 不要

災害ごみの受け入れが可能です。
担当課（生活環境課、各区市民総合サービス課）まで申請してください。

受付中

被災家屋等の解体撤去
（生活環境課 ２４－５２３１）

災害により被害を受けた、家屋等で、生活環境の保全上、支障のあるものにつ
いて、市がその所有者に代わって解体撤去等を行います。 必要

事前相談
実施中

消毒薬の
配付

床上浸水した家庭等への
消毒薬の配付

（健康づくり課 ２３－３６８０）

台風第１３号で床上浸水した家屋の消毒のために使用する、消毒薬（次亜塩素
酸ナトリウム）を配付します。 不要 受付中

住宅等の
修繕・補修

住宅の応急修理制度
（建築住宅課 ２４－５２５５）

災害救助法に基づき、被災した住宅の日常生活に必要不可欠な部分の応急修
理について、市が事業者に修理費用を支払います。
①半壊以上 修理限度額７０万６千円
②準半壊 修理限度額3４万３千円

必要 ○ ○ ○ ○ ○
事前相談
実施中

仮住居の
提供

市営住宅一時入居事業
（建築住宅課 ２４－５２５３）

自宅が被災した市民に対して、空き部屋となっている市営住宅を提供します。 必要 ○ ○ ○ ○ 受付中

土砂・がれ
きの撤去

土砂災害復旧工事支援助成金
（都市計画課 ２４－５２５１）

災害により土砂が流入又は流出し、住宅等に被害を受けた所有者が、その土砂
等の除去又は埋め戻しを行う場合に、その費用の１/２を助成します。
①助成対象 ：２０万円以上の費用 ②助成上限額：５０万円

必要 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 受付中

見舞金の
支給

災害見舞金
（社会福祉課 ２４－５３２１）

災害を受けた住家に現に居住する者に見舞金を支給します。
①全壊世帯 １世帯10万円+被災者１人につき2万円
②半壊世帯 １世帯5万円+被災者1人につき1万円
③床上浸水 １世帯３万円
※半壊・全壊世帯と床上浸水の見舞金は重複しません。

必要 ○ ○ ○ ○ 受付中

生活資金
貸付

災害援護資金貸付金
（社会福祉課 ２４－５３２１）

被災した世帯主に対し、生活の立て直しのため災害援護資金の貸付を行います。
①貸付金額150万円～350万円 （被害の種類、程度、所得要件による）
②償還期間10年
③利率 保証人あり 無利子 保証人なし 1.5％

必要 ○ ○ ○ ○ 受付中

詳しい内容等は、決定次第、お知らせします。
申請受付開始まで、もう少々お待ちください。


